




On Academic Writing Education for International Students
― The Need for Explicit Knowledge of What and How to Teach




This brief report emphasizes the importance of （1） sharing “explicit knowledge” of what and how 
to teach international graduate students among those involved in academic writing education and （2） 





















































アルク，「中級日本語学習者対象　小論文への 12のステップ」友松悦子 著 スリーエーネットワークなど。
（3）日常のさまざまな場面で実際に活用・発揮（実践）される知で，市民的・社会的・職業的活動に参加・
協働し，共感・連帯し，同時に，自らの在り方・生き方・振る舞い方を自省し調整していく知（提言 21
世紀の教養と教養教育　日本学術会議　日本の展望委員会　知の創造分科会 2010）.
（4）メディアの活用，多種多様な情報・資料の編集，数量的推論，自国語・外国語，学術的な文章作成能力，
言語的・非言語的両面での表現能力・コミュニケーション能力などを構成要素とする知（提言 21世紀の
教養と教養教育　日本学術会議　日本の展望委員会　知の創造分科会 2010）.
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技能知教育に割くことは大学院教育の本義ではなかろう。重要なのは，技能知教育を「動態
化」することによって，専門教育（学問知あるいは実践知教育）を同時に進行させることで
ある。アクティブラーニングスタジオ，ライティングセンター，ラーニングコモンズで展開
できる協調／協同学習，課題解決／探求学習，PBL（Project-Based Learning）などは，技能
知教育と専門教育の融合を実現させる大学院生の主体的・自主的な学習・研究の機会となる。
これらが，先に述べた「次の段階」となりうる。
　技能知教育の内容と方法の「形式知化」と「動態化」を推進するためには，大澤論文
（5）
にあ
るように，授業，学部・大学院，大学組織としての階層的な教育制度が必要不可欠である。
留学生が過半数を占める経済学研究科としては，そのような制度が留学生も参加・利用でき
るインクルーシブなものであってほしい。留学生がいる教育環境は，そうでない環境より豊
かなはずである。留学生と日本人学生が共に学べる「場」の構築が期待される。
　母国語が日本語ではない留学生が日本で大学院教育を受ける際に必要となる技能知の明確
化と，それらを教育するための方法の「形式知化」が今後の大きな課題の一つである。アカ
デミック・ライティングのスキル（能力）は，そのような技能知のなかで最も基本的な要素
である。本学では，国際教育研究センターの日本語担当教員・スタッフが地域のボランティ
アの協力を得ながら留学生の支援を行っている。教育内容と方法を共有できれば，「次の段階」
への取り組みへ発展させることは可能だろう。ハード面の整備とともに，階層的な教育制度
の構築に向けた実践・試行と効果の検証の積み重ねが必要である。
（5）pp. 93-107

